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中秋節について

台湾では中秋節を祝う習慣があり、街中でも中秋節な
らではの雰囲気を感じることができた。文旦や月餅、蛋
黃酥、鳳梨酥を食べたりするほか、台湾では中秋節に
「烤肉（バーベキュー）」をする習慣があることも知った。
1970年代以降にテレビ広告がきっかけでバーベキュー
文化が広まった、というのが有力な説である。

台湾の選挙
台湾では11月の統一地方選挙に向けて、各地で
選挙が行われており、街中で国旗が掲げられてい
る光景も見かけた。数年に一度のビッグイベント
であるため、機会があればぜひ選挙活動の様子
を自分の目で見てみたいと考えている。

将棋サークル
友達に誘われ、将棋を主に楽しむサークルに入部
することにした。私は将棋未経験であるため、これ
から部員の台湾人や日本人に教えてもらいなが
ら、少しずつ上達していきたいと考えている。台湾
で新しい趣味を始めることができたのも、留学生
活ならではの経験である。

燦燦ときらめく太陽！！
新学期初日の登校の中、
気分も晴れやかになった。

日常生活



新学期の授業
授權碼をめぐる履修登録

• 今学期のいくつかの授業では、「授權碼」と呼ばれる、履修登録のため
のパスワードを先生から受け取る必要があった。今学期、初めてこの仕
組みを経験したため、私が知る限りの授權碼のもらい方を紹介したい。

• 一つ目は、授業期間が始まる前に、メールで担当の先生に直接お願い
する方法である。台湾人の友達によると、その授業を受けたいという意
欲をしっかりと伝えることで、授權碼をもらえる可能性が高くなるらしい。

• 二つ目は、いわば正攻法である。一回目の授業の際に、先生に授權碼
をもらいに行く方法である。先生が「欲しい人は来てください」と学生に
呼びかけてくれる場合もあれば、自分から先生のところへ行ってお願い
する場合もある。

「搶課」という戦い

• 台湾の大学では、第一段階・第二段階のインターネット上での履修
登録期間を通して、惜しくも希望する授業を履修できなかった学生
が、授權碼を求めて先生のもとに集まることがある。

• このように、希望する授業の履修枠をめぐって学生同士が争うことを
「搶課」という。実際に経験した友達によると、そこには「天国と地獄」
があるらしい。

• 幸いなことに、私は今回その争いに巻き込まれずに済んだ。

所属学科の授業

• 今学期は、AIの文字起こし機能も活用しながら授業に臨んでい
る。専門用語や台湾ならではの表現など、まだまだ聞き取れない
言葉がたくさんあるため、予習と復習をしっかりと行い、授業につ
いていけるよう努力していきたい。

• 所属学科の授業では、どちらも周囲の学生と自分の考えを共有
する時間がある。そのため、毎回頭をフル回転させながら中国語
を使って自分の意見を伝えている。難しさを感じる場面も多いが、
中国語を実際に使って考えを伝える貴重な機会になっている。

最後に：
• 今学期は、サークル活動、授業、そして友達と遊ぶことなど、

充実した留学生活を送ることができそうな予感がしている。

• 帰国まであと約四か月。体調に気をつけ、適度に休みながら、
一日一日を大切にしていきたい。そして、帰国してから「もっ
とこうしておけばよかった」と後悔することがないよう、残り
の留学生活を思い切り楽しんでいくつもりである。

じゃんけんの様子→
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